研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　本部　　　　　職　種　　事務　　　　　氏　名　　　明戸　典子

	期　　間　　平成20年11月21日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　　　八戸地域キャラバンメイト養成研修に参加するため

	出 張 先　　　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【所感・考察】

· 研修会参加者は全部で71名であった。そのうち市内からの参加者は44名。多職種が参加しており、認知症に対する関心の高さがうかがえた。

· 認知症サポーター養成についての詳しい説明が少なく、今後どのように活動すればよいのか、市内の参加者には指導の必要性があるように感じた。

· グループワークは午後の時間を全て使って行ったが、それでも時間が足りないように感じた。1つの研修カリキュラムをグループで作ることが目的ではあったが、どれも中途半端で終わってしまい、1日の研修では時間的に無理があるように感じた。

【研修要旨】

1．認知症サポーター100万人キャラバンについて

八戸市地域包括支援センター梅内所長より、認知症キャラバンメイトについて説明が行われた。

平成17年度から厚生労働省で「認知症を知り地域を作る10ヵ年キャンペーン」を開始。認知症を理解し、認知症の家族を暖かく見守り、支援する認証サポーターを増やすことで、認知症になっても安心して暮らせる町づくりを市民の手で展開することを目的とし、そのサポーターを育成する講師役として、キャラバンメイトを養成する事業。

年間3回の認知症サポーター養成講座を行わなければならない。年間で3回講座を行えなければ、キャラバンメイトとしての登録は外され、認知症サポーターとなるとのこと。その後は認知症サポーター養成講座用のDVD（約15分）が上映された。

【考察】

　　DVDは認知症とはどのような症状かが説明され、2つの認知症対応例が紹介されていた。大変わかりやすく、小学校高学年であれば、十分理解できる内容であり、養成講座では是非使用したいDVDであった。梅内所長の話では、養成講座を年間3回実施することとの話があったが、実際に八戸市内で開催する場合、どのような手続きをとって、どのように進めていくかなどの説明が無く、もう少し詳しい説明があればと思った。

【研修要旨】

2．認知症サポーターに伝えたいこと－認知症を理解する－

講師：認知症介護研究・研修仙台センター

　　　主任研修研究員　矢吹　知之　氏

矢吹氏より、認知症サポーター養成講座でサポーターに伝える内容について講義が行われた。

1） 認知症とはどういうものか

認知症はいろいろな原因で脳の細胞が死んだり、働きが悪くなったためにさまざまな障害が起こり、生活するうえで支障が出ている状態をさす。認知症を引き起こす病気のうち一般的なのは、脳の神経細胞がゆっくり死んでいく「変性疾患」と呼ばれる病気でアルツハイマー病、前頭・側頭型認知症、レビー小体など。続いて多いのは脳梗塞、脳出血などにより、神経の細胞に栄養や酸素が行き渡らなくなり、その結果その部分の神経細胞が死ぬことで、神経のネットワークが壊れてしまう脳血管性認知症。

2） 認知症の症状

中核症状とは脳の細胞が壊れることで直接起こる症状が記憶障害、見当識障害、理解・判断力の低下等。

周辺症状と本人の性格、環境、人間関係などの要因がからみあって、うつ状態や妄想のような神経症状や日常生活への適応を困難にする行動上の問題。

このほか、認知小児はその原因となる病気によって違いはあるが、身体症状もでてくる。

3） 周辺症状とその支援

認知症の症状がでると、周囲が気づく前から、本人は漠然と気づいている。以前とは何かが違い、上手くできない。そこに気づき、自信を失い、全てが面倒になる場合がある。周囲の対応としては本人に恥をかかせないようにすることが大切。手助けをして成功体験に結びつけることができればよい。

4） 認知症の診断・治療

早期診断・早期治療の必要性について説明。治る病気や一時的な症状の場合がある。早期に受信することで、アルツハイマー型は薬で進行を遅らせることができ、健康な時間を長くすることができる。病気が理解できる時点で受診し、少しずつ理解を深めていけば、生活上の障害やトラブルを軽減できる。後見人を自分で決めるなどの準備ができる。

5） 認知症の予防についての考え方

アルツハイマー型認知症→発症のリスクを低くすることができる

脳血管性認知症→適度な運動、バランスの良い食事、睡眠、定期検診で予防可能

6） 認知症の人と接するときの心がまえ

認知症の症状に最初に気づくのは本人。認知症になって誰よりも悲しいのも、苦しいのも本人である。

誰でも認知症になる可能性がある。病気を理解したうえで、自分だったらどう生き抜くかということを考えなければ、認知症の人を支援するのは難しい。認知症の障害を補いながら、今までどおり、さりげなく、自然に接することが援助である。

7） 認知症介護をしている人の気持ちを理解する　

介護者の心理ステップ



②の段階にいる時は④へ到達する自分の心理状態を想像することができない。介護者には気持ちに余裕が必要。気持ちの余裕は周囲からの理解や介護サービスなどの適切な利用などによって得られる。

　【考　察】

　　　　認知症の理解を再度深める良い機会になった。印象的だったのは脳の表面積を新聞紙で表現し、認知症の脳の萎縮についてもその新聞紙を用いて説明を行ったことであった。

　　　　矢吹氏は「難しい内容を難しく講義するのはとても簡単だが、難しい内容を誰にでも分かりやすく講義するのはとても難しい。わかりやすい講義を行うということは、こちら側の伝えたいことが相手に伝わり、印象として残る。今後キャラバンメイトとして活躍するには、誰にでもわかりやすい講義を行うことである。」と述べられた。私達は、職場環境で認知症の人に接する機会や、認知症について専門的な教育を受けることができているが、一般の地域住民には認知症に対する基礎的な知識が皆無に等しい。その方達に、分かりやすく要点を話すことの難しさを改めて感じた。

【研修要旨】

　　3．グループワーク

　　　　10グループに分かれ、グループ検討を行った。1グループに所属。市内特養の相談員、老健相談員、グループホーム介護福祉士等の7名で構成され、ファシリネーターは「ゆとり」の工藤氏が担当としてグループに参加。

· 認知症を地域で支える

　　　　　・10事例（日常生活で気になること）をもとに、適切と思われる相談窓口や相談する人についてグループで検討し、発表。

　　　　　・講座の展開に協力してもらえそうな機関等はどこか、その組織名と対象になる人を検討し、発表。

· キャラバンメイトの役割と講座運営の実際

・受講者に合わせたカリキュラムを作成

1グループは講座の対象を学校向けにカリキュラムを組むよう指示を受ける。

司会をケアサポートふたつ家の吉田氏にお願いしグループワーク開始となる。

学校向けのシートを使用し、「シート1C」には対象者の基本情報、「シート2C」には対象者の認知症理解の情報、「シート3C」にはカリキュラムを記載。対象者は小学校5年生1クラス、給食前の1コマ（45分）を利用し、開催。講座開催にあたっての問題点などが検討された。次に認知症がどのような病気であるか、認知症の人の行動や生活で困っていることについて、認知症の人への対応のしかたについて、対象者は理解しているのか、どの程度の知識があるのかが検討された。最後に実際の講座のカリキュラムを作成し、講座の協力者として担任の教師、校長先生、父兄などがあげられ、子供でも理解しやすいように寸劇を行ってみてはどうかなどの話し合いが行われた。しかし、カリキュラムの詳細を組む前に時間となり、グループワーク終了となった。

　【考　察】

　　　グループワークでは活発に意見交換がされた。ファシリネーターの工藤氏からは先輩キャラバンメイトとしての意見が出され、皆一様に工藤氏の講座を行う上での着眼点の広さに驚いていた。カリキュラムを組む前段階での検討が長引き、詳細なカリキュラムを組むまでに至らなかった。しかし、人数も多く、いろいろなアイディアが引き出され、今後活動を行う上で、とてもよい経験となった。
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